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『
北
海
道
医
学
教
育
史
孜
』

本
書
は
、
小
竹
英
夫
先
生
が
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
五
月
か
ら
同

一
五
年
（
二
○
○
三
）
三
月
に
か
け
て
、
北
海
道
医
師
会
の
機
関
紙
「
北

海
道
医
報
」
に
連
載
し
た
「
北
海
道
の
医
学
教
育
」
を
改
題
し
、
一
五

年
二
月
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｂ
５
判
二
段
組
、
四
七
七
頁
の

大
冊
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
の
な
か
で
著
者
は
、
八
二
歳
か
ら
九
三
歳

ま
で
の
二
年
間
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
内
科
、
整
形
外
科
な
ど
の
病
気

で
、
入
院
、
臥
床
を
し
た
が
、
一
回
の
休
み
も
な
く
連
載
し
た
、
と
記

し
て
い
る
。
老
齢
に
も
め
げ
な
い
気
力
と
体
力
、
そ
し
て
情
熱
に
圧
倒

さ
れ
る
。
本
書
は
ま
さ
し
く
先
生
の
労
作
で
あ
る
。

著
者
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
明
治
四
三
年
二
九
一
○
）
三
月
、

札
幌
で
生
ま
れ
、
昭
和
九
年
二
九
三
四
）
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
北
大
附
属
医
学
専
門
部
の
教
授
、
国
立
旭
川

病
院
の
病
院
長
を
勤
め
た
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
○
）
か
ら
同
四
九

年
（
一
九
七
四
）
ま
で
の
二
四
年
間
、
札
幌
市
内
に
て
開
業
、
札
幌
市

医
師
会
理
事
、
北
海
道
医
師
会
常
任
理
事
を
勤
め
、
現
在
は
北
海
道
医

師
会
裁
定
委
員
で
あ
り
、
名
実
と
も
に
道
内
医
界
の
重
鎮
で
あ
る
。

小
竹
先
生
は
、
古
く
か
ら
北
海
道
の
医
史
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、

昭
和
四
一
年
二
九
六
六
）
、
関
場
不
二
彦
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
が
刊

行
し
た
『
関
場
理
堂
選
集
」
の
編
集
委
員
、
昭
和
五
四
年
に
は
「
北
海

道
医
師
会
史
（
一
九
七
九
）
」
の
編
集
委
員
長
と
し
て
出
版
に
携
わ
っ

た
。
ま
た
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
北
海
道
新
聞
社
か
ら
出
版

小
竹
英
夫
杵

し
た
『
北
海
道
大
百
科
事
典
」
の
医
事
・
医
人
に
つ
い
て
担
当
し
、
二

一
項
目
の
執
筆
を
し
て
い
る
。
個
人
と
し
て
は
昭
和
五
六
年
に
「
医
事
、

文
談
」
、
二
年
後
に
『
続
医
事
・
文
談
」
を
出
版
、
平
成
四
年
（
一
九
九

二
）
に
は
「
柏
倉
忠
粛
と
そ
の
周
辺
Ｉ
札
幌
の
開
業
医
第
一
号
」
を

出
版
し
た
。

さ
て
『
北
海
道
医
学
教
育
史
孜
」
の
内
容
は
、
松
前
藩
立
済
衆
館
、

箱
館
医
学
所
兼
病
院
、
開
拓
使
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
札
幌
お
よ
び
函

館
医
学
校
と
函
館
病
院
に
よ
る
医
育
、
県
（
道
）
費
に
よ
る
他
府
県
医

学
校
へ
依
託
し
て
の
医
師
養
成
、
道
内
の
官
民
に
よ
る
医
育
機
関
設
立

の
動
き
、
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
（
北
大
医
学
部
）
、
北
海
道
帝
国
大

学
医
学
部
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
、
北
海
道
庁
立
女
子
医
学
専
門
学
校
、

道
立
札
幌
医
科
大
学
、
国
立
旭
川
医
科
大
学
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

松
前
藩
の
済
衆
館
は
従
来
か
ら
医
育
機
関
と
さ
れ
て
い
た
が
、
著
者

は
医
師
の
養
成
に
は
疑
問
視
し
、
学
術
研
修
の
場
で
あ
り
、
の
ち
に
医

師
の
養
成
を
行
う
予
定
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
し
て
い
る
が
、

同
感
で
あ
る
。

明
治
維
新
と
な
り
、
開
拓
使
は
医
療
政
策
と
し
て
、
函
館
病
院
、
札

幌
病
院
、
根
室
病
院
を
拠
点
に
し
た
地
域
医
療
の
推
進
を
は
か
る
一
方

で
、
医
師
を
養
成
す
る
た
め
に
札
幌
と
函
館
に
医
学
校
を
設
立
し
、
エ

ル
ド
リ
ッ
ジ
を
招
聰
し
て
、
そ
の
任
に
当
ら
せ
た
。
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の

教
え
を
う
け
た
石
崎
鼎
吾
、
六
角
謙
三
が
残
し
た
資
料
を
新
た
に
紹
介

し
て
い
る
。
両
医
学
校
と
も
、
行
政
の
変
転
、
財
政
の
貧
困
な
ど
に
よ

り
消
滅
し
た
。

札
幌
県
や
道
の
費
用
を
支
弁
し
て
、
道
外
の
医
学
校
へ
の
生
徒
派
遣
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の
資
料
は
目
新
し
い
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
（
北
大
医
学
部
）
は
札
幌
医
学
校
、
函
館

医
学
校
の
消
滅
以
降
、
本
格
的
な
医
育
機
関
で
あ
る
。
著
者
は
北
大
九

期
生
と
し
て
、
創
設
期
の
教
授
の
講
義
を
う
け
て
お
り
、
創
設
期
の
教

授
群
像
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

北
大
附
属
医
学
専
門
部
、
北
海
道
庁
立
女
子
医
学
専
門
学
校
に
つ
い

て
は
戦
時
下
の
医
学
教
育
に
つ
い
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
立
札
幌
医
科
大
学
は
初
め
て
の
新
制
医
科
大
学
と
し
て
発
足
し

た
。
国
内
初
の
心
臓
移
植
、
学
内
で
の
教
育
改
革
を
行
っ
た
が
、
学
園

紛
争
に
も
巻
込
ま
れ
た
。

国
立
旭
川
医
科
大
学
は
道
内
三
番
目
の
医
育
機
関
と
し
て
設
立
さ

れ
、
そ
の
創
設
期
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
る
医
学
部
と
附
属
病
院
の
行
方
、
そ

し
て
新
し
い
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に
よ
る
医
育
機
関
、
医
療
機
関
、

北
海
道
の
よ
う
な
広
大
な
地
域
の
医
療
は
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
の
本
書
の
出
版

は
誠
に
当
を
え
た
も
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
著
者
九
三
歳
で
の
大
冊
出

版
、
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
刺
激
的
な
こ
と
で
あ
る
。
（
脇
Ⅲ
保
久
）

〔
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
六
’
二
○
、

電
話
○
二
’
七
三
七
’
一
七
五
五
、
Ｂ
五
判
、
四
七
七
頁
、
四
七
二

五
円
〕

『
ド
イ
ツ
人
に
敬
愛
さ
れ
た
医
師
肥
沼
信
次
」

主
人
公
肥
沼
信
次
に
つ
い
て
今
か
ら
約
十
年
位
前
、
母
校
の
放
射
線

科
の
教
授
に
よ
り
、
「
戦
前
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
先
輩
の
医
師
で
、
ベ

ル
リ
ン
大
学
の
正
式
の
放
射
線
医
学
の
教
授
の
資
格
を
と
り
な
が
ら
、

戦
後
ド
イ
ツ
の
人
々
を
伝
染
病
か
ら
救
う
た
め
に
残
留
し
て
働
き
、
世

を
去
っ
た
人
が
い
る
の
だ
が
、
調
査
し
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
人
物
が
「
肥
沼
信
次
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
日
知
っ
た
。
そ
の

当
時
は
余
り
関
心
を
持
た
な
い
で
聞
き
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

今
回
、
館
澤
貢
次
氏
の
「
ド
イ
ツ
人
に
愛
さ
れ
た
医
師
肥
沼
信
次
」

の
書
評
を
書
く
に
当
た
り
、
日
本
医
科
大
学
図
書
館
室
長
の
Ｔ
氏
に
依

頼
し
て
、
肥
沼
に
関
す
る
資
料
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
肥
沼

が
医
学
部
四
年
生
の
時
、
大
学
の
自
治
会
報
に
投
稿
し
た
論
文
「
時
空

の
統
一
理
論
に
関
す
る
注
意
」
昭
和
八
年
七
日
・
学
四
・
肥
沼
信
次
：
…
．
、

と
あ
り
、
「
一
つ
の
物
体
が
、
あ
る
空
間
に
位
置
す
る
時
の
状
態
」
を
ユ

ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
と
か
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
空
間
と
か
、
私
の
理
解

出
来
な
い
言
葉
と
方
程
式
を
以
て
記
述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

肥
沼
は
中
学
時
代
か
ら
数
学
が
特
別
に
好
き
な
青
年
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
た
が
、
こ
の
新
聞
記
事
で
、
肥
沼
の
姿
を
知
る
貴
重
な
参
考
資

料
を
得
た
感
が
し
た
。

（
今
回
出
版
さ
れ
た
肥
沼
信
次
伝
に
つ
い
て
）

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
に
出
版
さ
れ
た
館
澤
氏
の
著
者
『
大
戦

館
澤
貢
次
（
文
）
加
古
里
子
（
絵
）


